
第 3学年 理科学習指導案 

授業日：令和 6年 6月 19日 

授業者：花岡大輔 

（１） 学年・テーマ  

中学 3年生・化学変化とイオン 

 

（２） 授業の構想 

① 単元内容 

本単元の目標は、中学校学習指導要領解説・理科編第 2章（6）イに記載されている「化学変化について、見通しをもっ

て観察、実験などを行い、イオンと関連付けてその結果を分析して解釈し、化学変化における規則性や関係性を見いだ

して表現すること。また、探究の過程を振り返ること。」である。 

小学校では，第６学年で「水溶液の性質」について学習している。また，中学校では，第１学年で「（2）身の回りの

物質」，第２学年で「（3）電流とその利用」と「（4）化学変化と原子・分子」について学習している。ここでは，理科の

見方・考え方を働かせて，水溶液の電気的な性質，酸とアルカリ，イオンへのなりやすさについての観察，実験などを

行い，水溶液の電気伝導性，中和反応，電池の仕組みについて，イオンのモデルと関連付けて微視的に捉えさせて理解

させ，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けさせるとともに，思考力，判断力，表現力等を育成することが

主なねらいである。 

 

② 学習者の状況（例） 

本学級は男子 16人、女子 16人、計 32人である。4月にとったアンケートでは「理科が好きですか？」という質問に

対して、“好き・どちらかというと好き”が 29名、“どちらかというと嫌い・嫌い”が 3名という結果になった。しかし

「理科は得意ですか？」という質問に対して、得意・どちらかというと得意が 20名、どちらかというと苦手・苦手が 12

名という結果になった。この結果から、興味はあるが知識としての定着に苦手意識を感じている生徒が多いことが伺え

る。また、これまでの定期テスト結果から思考力、とりわけ記述形式の問題に苦手意識があることが分かった。授業の

中で考察を自分の言葉で書かせ、仲間と共有する時間を確保し続けることで、上記の力をつけさせたい。 

全体的な授業の雰囲気は、落ち着いて授業を受けることができており、教室と理科室のどちらの授業においても、積極 

的に授業に参加しようとする姿勢の生徒が多く見られる。また、基本的な実験操作も慎重に行うことができる生徒が多 

い。課題点として挙げられることは、学習内容の定着度の差である。そのため、机間指導により個別指導を積極的に行 

っていく必要がある。 

 

③ 単元展開と本時の位置づけ 

第1章 水溶液とイオン 

第2章 酸・アルカリとイオン 

酸性とアルカリ性の水溶液の性質・・・1時間 

酸性とアルカリ性の正体・・・2時間 

水溶液が透明になったのはなぜか・・・2時間（本時 1/2） 

中和のまとめ・・・1時間 

第3章 電池とイオン 

 

④ 本時の指導や教材の工夫・留意点 

  この単元は化学分野であるため、第二分野に比べると実験や観察などの時間が多くある。そのため、毎回の授業に

おいて目的意識のある実験を行うことで、学びに向かう姿勢を育みたい。また、日々の授業の中で「課題の把握→
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自分の予想→みんなの考え→課題の探求→考察と振り返り」の探求の過程を構築して授業を展開していく。自分の

考えを持たせて授業に臨ませることは、必ず理科における資質・能力の向上につながると考えている。 

 

（３） 本時の学習目標 

・水溶液が透明になった理由について、電離の式やモデルから仮説をたてることができる。【思考力・判断力・表現力等】 

・仮説に基づき、実験計画をたてることができる。【知識及び技能】 

 

（４） 準備物 

塩酸、水酸化ナトリウム、フェノールフタレイン溶液 

 

（５） 本時の展開 

時 

間 

段 

階 
学習者の○活動と資質・能力 教員の発問と○指導 

★目標達成のための評価 

○留意事項 

5 

(0) 

場づくり 〇電離の式を復習し、酸・アルカリの

正体について思い出す。 

 

・わからない。 

・色が消える？ 

・爆発する。 

 

目の前で起きた現象を不思議だと思

う（興味・関心） 

 

〇前時までの復習 

〇水酸化ナトリウム水溶液にフェノ

ールフタレイン溶液を入れ、赤色に

変化させる。 

ここに塩酸を入れるとどうなるだろ

う？ 

 

〇塩酸を入れ、赤色が消えるところ

を見せる。 

 

〇導入で興味関心を引

くことで、今日の授業

に対するワクワク感に

つなげたい。 

 

 

〇フェノールフタレイ

ン溶液の色の変化とい

う既習事項を用いて、

本時へとつなげる。 
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(8) 

疑問 〇水酸化ナトリウムと塩酸の電離の

様子を思い出し、なぜ透明になったの

かを想像する。 

・アルカリに酸を加えたからアルカリ

性ではなくなったのではないか。 

・フェノールフタレイン溶液が透明に

なり、アルカリ性ではなくなったから

危険性はない。 

・フェノールフタレイン溶液は中性と

酸性の判別はできないから、まだ危険

だと思う。 

現象を観察し、判断に必要な情報を

抽出・整理する力 

 

 

 

〇液体の正体は水酸化ナトリウム水

溶液と塩酸だったことを確認する。 

なぜ水溶液は透明になったのだろ

う？また、この水溶液の危険性はな

くなったのだろうか？ 

 

〇本時で学んでいきたいことの確認

をし、展開へと入っていく。 

頭の中だけで考えると難しいので、

モデルを使って表してみるのはどう

だろう？ 

 

〇目の前で起きた不思

議な現象を課題にする

ことにより理科に苦手

意識がある生徒も授業

に引き込みたい。 

 

〇危険な薬品として扱

ってきた２種類を混ぜ

ることへの興味を引き

出しつつ、生徒が考え

てみたいと思えるよう

留意する。 

32 

(40) 

予想 〇プリントに自分の仮説を書く。（5

分） 

見通しを持ち、検証できる仮説をモ

〇塩酸と水酸化ナトリウムが電離し

た様子のモデルを用いて仮説を書か

せる。また、早く仮説が書けた生徒

〇現在までに学習した

知識を組み合わせるこ

とによって解決できる

学習課題：水溶液が透明になったのはなぜだろう？ 
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デルから設定し、計画を立案する力 

 

〇ホワイトボードを用いて班で仮説

の共有を行い、班の仮説が完成したら

教卓に伝えに来る。（7分） 

・水素イオンと水酸化物イオンが反応

して水になりそう。 

・ナトリウムイオンと塩化物イオンで

塩化ナトリウムだから、食塩ができそ

う。 

・塩酸をたくさん入れていたから、も

しかしたら酸性になっているかも。 

 

〇実験方法を考え、班の実験が決まっ

たら教卓に伝えに来る。（20分） 

・食塩水かどうかは、結晶の形が立方

体かどうかで判断する。 

・中性かどうかは BTB 溶液で判断す

る。 

・酸性になった場合は食塩と塩酸の両

方があるけど、加熱すれば塩化水素は

蒸発して食塩だけが残りそう。 

 

自分の意見を伝え、他者の意見を聞

き、効率の良く再現性のある実験計

画を考える力 

 

にはその仮説の検証方法まで考えさ

せる。 

〇仮説の段階で電離の様子を根拠に

していない場合は、モデルから仮説

をたてるようにヒントを与える。 

〇予想が中性の場合、本当にこの水

溶液は中性かを聞き、生徒の思考を

深めたい。 

 

 

 

どんな実験をしたらみんなの仮説を

証明することができるだろう？ 

 

〇使用する器具や、薬品の量につい

て書けていない場合は、実験のとき

に困らないよう実験計画を深めさせ

る。 

ような課題を設定する

ことで先を見通す力や

課題対応能力を養う。 

 

〇個人で仮説を立てた

後に班で共有させるこ

とで、実験に対して全

員が目的意識を持って

取り組めるようにす

る。 

 

★水溶液が透明になっ

た理由について、電離

の式やモデルから仮説

をたてることができ

る。【思考力・判断力・

表現力等】 

 

★仮説に基づき、実験

計画をたてることがで

きる。【知識及び技能】 

 

10 

(50) 

方法 〇班で話し合った内容を全体で共有

する。 

〇自分たちの実験計画を振り返る。 

仮説を確かめるための実験計画を評

価・選択・決定する力 

 

〇再現性の高く効率の良い実験計画

を立てていた班に発表を依頼する。 

〇再現性の高く効率の

良い実験計画が立てら

れるように、他の班の

考えを聞き、修正する

大切さを伝える。 

20 

(70) 

実験 〇注意事項に気を付けながら班で実

験をする。 

〇実験が終了したら片づけをする。 

 

実験を実行し、実験結果を処理する

力 

 

実験の目的を再確認する。 

〇机間指導をしながら実験の進捗を

確認する。 

〇酸性やアルカリ性の

液体を使用するため、

特に安全面を指導す

る。 

〇実験から結論までは

生徒たちに時間をゆだ

ねる。 

10 

(80) 

考察 〇実験結果をもとに考察を書く。 

・塩酸を加えていくと BTB溶液の色が

〇実験結果が出た班から考察を書

き、完成したら持ってくるように指

〇自分の言葉でまとめ

ができるように、なる
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青色→緑色→黄色と変化したことか

ら、酸はアルカリの性質を打ち消すと

考えられる。 

・水溶液を加熱すると食塩の結晶が見

られたことから食塩水ができたとい

える。 

実験結果を分析・解釈する力 

示をする。 

〇考察を文章で書けているかに注目

して声かけをする。 

 

〇終了した子にミニ先生を依頼す

る。 

 

 

べく考察を書く時間を

多く取りたい。 

 

 

〇ミニ先生はあくまで

も相談役であることに

留意させる。 

10 

(90) 

結論 〇課題に対する答えを、結果と考察を

もとに自分で結論付ける。 

・水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を混

ぜると、アルカリ性でなくなったため

水溶液は透明になった。また、水溶液

を加熱すると食塩の結晶が見られた。 

 

〇探究の結果得られた事実と考察を

基に考える。 

・酸を入れすぎた場合、水素イオンだ

けが増えていくから。 

・塩酸の量が多かったから。 

考察・推論したことや結果をまとめ、

発表する力 

〇まとめまで終了した生徒の中から

発表をさせ、クラス全体でのまとめ

を行う。 

〇酸とアルカリがお互いの性質を打

ち消し合う今回のような化学変化を

中和と呼ぶことを確認する。 

 

〇最初に透明にした液体に BTB 溶液

を入れ、自分たちの実験結果と比べ

る。 

中和したのに水溶液が酸性になって

いるのはなぜだろう？ 

〇クラス全員を置き去

りにすることなく知識

の定着を図るため、発

表を聞く際の姿勢に留

意する。 

 

 

〇中和をすることで今

までと全く違う性質の

物質になる驚きを余韻

として残し、活用につ

なげたい。 

10 

(100) 

活用 〇身近に中和を利用したものがない

か教科書やタブレットで探す。（5分） 

 

学んだことを次の課題や日常生活や

社会に活用しようとする態度 

 

 

中和に関連する職業があると知る

（キャリア意識の醸成） 

 

みんなの身の回りに中和を利用した

ものは何があるでしょう？ 

〇全体で調べた結果を共有し、必要

であれば以下の項目を付け足す。 

〇土壌の pHは自然環境で変化するこ

とがあり、農業の分野では安定した

生産を行うために pHの管理を大切し

ていることを伝える。 

〇土づくりアドバイザーや土壌医に

ついて紹介する。 

〇学んできたことが身

の回りに活用され、自

分たちの生活を豊かに

していることを知り、

理科を学ぶことの有用

性や重要性につなげた

い。 

 

（６） 評価と指導の計画 

 A基準 B基準 C基準 指導の手立て 

水溶液が透明になっ

た理由について、電離

の式やモデルから仮

説をたてることがで

きる。【思考力・判断

力・表現力等】 

 

電離の式やモデルか

ら仮説をたてること

ができ、透明になった

水溶液の性質につい

ても考えることがで

きる。 

電離の式やモデルか

ら仮説をたてること

ができる。 

電離の式やモデルか

ら仮説をたてること

ができない。 

フェノールフタレイ

ン溶液が無色になっ

たということは、アル

カリの正体である水

酸化物イオンがなく

なったということに

注目させる。 
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仮説に基づき、実験計

画をたてることがで

きる。【知識及び技能】 

 

仮説に基づき、使用す

る器具や使用する薬

品の量について考え

たうえで実験計画を

たてることができる。 

仮説に基づき、実験計

画を立てることがで

きる。 

仮説に基づき、実験計

画を立てることがで

きない。 

塩化ナトリウムの確

認方法を思い出させ

る。水溶液の性質を調

べるための指示薬に

注目させる。 

 

（７） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 参考にした資料 

中学校学習指導要領解説理科編、中学校科学 3 学校図書 

 

（９） ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疑問：水溶液が透明になったのはなぜだろう？ 

※仮説や実験方法はタブレットで写真を撮

り、画像を映しながら代表生徒に発表をし

てもらうので板書はありません。 
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